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Abstract 

Shanghai is the first city in transition to an aging society since 1979 and Luwan District， 

and the highest rate of aging. According to statistics from the sixth census of 2010， people 

over 60 reached 26% of the total population ---a super-aging society. 

Issues of aging and the deterioration of the implementation of one司childpolicy have re-

duced the ability of the traditional family care. Recently， it has increased use of nursing 

home elderly. 

The purpose of this study is to clarify and analyze the current situation and issues satis-

~faction of nursing home care services in Luwan District. 

Results are as follows. 

1) The average age of residents was 83.3. 

2) The main reason for nursing home use is di血cultto care home residents a high level of 

care. 

3) The nursing home meals， rooms， facilities， care staff satisfaction with services was high. 

4) Satisfaction with recreational services such as leisure satisfaction was lower compared 

to meals， rooms. 40% of residents were looking for leisure entertainment services. How-

ever， 30% of residents did not want the leisure entertainment services. 

5) 70% of leisure time watching television residents， 30% of people are reading newspapers 

and talking to friends. 

6) The public people in nursing homes were higher satisfaction with life than those of pri-

vate nursing home. 

17 



侍ほか

1.はじめに

1.中国の高齢化の現状

中国の「老人権益保障法J(1996年制定)

では 60歳以上を高齢者として規定した。

2010年末現在、中国第六回人口調査の結果

により、中国の総人口は、 13.8億人に達し、

中国総人口の 13.26%(1.78億人)は 60歳以

上の高齢者であり、 8.87%(約1.19億人)は

65歳以上の高齢者である。 2050年には中国

人の 10人に 3人は 60歳以上の高齢者にな

ると見られる。

2006年2月に全国老齢工作委員会が公

布した「中国人口老齢化発展趨勢予測研究

報告」によると、中国における 60歳以上の

高齢者人口は 2025年から 2040年にかけて

2.84億人から 4億人へ増加すると予測して

いる O 今後50年間、中国の高齢者人口は急

激な増加傾向にある O

2.上海の高齢化の現状

2010年末現在、中国第六回人口調査の結

果より、上海市総人口数は 2301.91万人に

達し、その内上海市に戸籍を持っている人

口は 1412.32万人に達した O 総人口の

15.03% (約 346万人)は 60歳以上の高齢者

であり、 10.l2%(約 233万人)は、 65歳以

上の高齢者である。上海は中国で最も経済

が発達している都市であるが、 1979年には

60歳以上の高齢者の数が総人口の 10.07%

に達し、中国おいて、一番最初の高齢化都市

となった。その後、上海市の高齢化は急速に

進んでいる O また、子供のいない家庭や独居

高齢者の数が増える傾向にもあり、日本と

同様の少子高齢化社会の問題を抱えてい

るO

3断慮湾区の高齢化の現状

上海の 18の区・県の中で高齢化が最も

顕著なのは慮湾区である O 慮湾区は上海の

中心にあり、上海市で最も面積が狭く、古い

区である O商業を中心とし、その中の最も有

名な商業エリアは准海路商業エリアであ
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るo 2010年末現在、中国第六回人口調査の

結果より、慮湾区総人口数30.44万人に達

し、全区総人口数に対する 60歳以上の高齢

者の数は 8.01万人達し、麗湾区総人口の

26.31 %になる。65歳以上の高齢者は 5.62万

人で、 18.46%である O

4.上海における高齢者の介護

中国では、長い歴史を通して、儒教の影響

による家族扶養を支えてきた。老人介護の

伝統は、家庭介護が一般的であった。よっ

て、政府の養老院は家庭介護ができない高

齢者を主対象に保護していた。上海市にお

いても家庭介護が中心で、家庭で介護ので

きない高齢者を対象に養老院が同様に世話

をしてきた。しかし、養老院の数は少なく、

サービスの質も低かった。改草開放政策の

初期(1978年80年代前半)、人口の高齢化

拡大に伴う家庭介護能力の低下、また世の

中の高齢者介護における観念の変化によ

り、上海市の養老院は社会の高齢者介護ニ

ーズに対応ができなくなった。そのため、

1984年、市政府の関係部門は、区・県に対

して養老院を一軒設けること、また郷・鎮

に対しもは養老院を一軒設けることを義務

付けた。この政策は、 1990年代中期に完了

し、市、区・県、郷・鎮という三位一体の養

老院ネットワークを構築した。これらの養

老院が「三無」高齢者(収入、労働能力、法

定扶養者がいない高齢者)を受け入れると

ともに、新たな高齢者介護ニーズに対応し

ていった。

1990年代中期から 2010年までの期間

に、上海市は高齢化社会を迎え、養老福利事

業を国民経済発展計画に組み込んで始動し

ている O 具体的な計画として、 1994年から

毎年 25軒の養老院を設立するというプロ

ジェクトを推進している。

1990年代中期から、中国社会の伝統であ

った家庭高齢者介護が減少していき、(家庭

を有する)高齢者の養老院への入居希望の
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ニーズが広がってきている。上海市政府は

1998年から毎年、 2500床ずつ増加し、規模

の大きな養老院が次々と設けられた。同時

に社会福祉の充実を提唱し、政府のみが行

っていた社会福祉事業を民間団体・企業に

対して門戸を聞いていった。

5. 中国の保険制度

中国の保険制度は、通常、養老保険(年金

保険)と医療保険を分けている。

中国の養老保険(年金保険)制度は、労使政

三者拠出によって構成され、労使が賃金収

入の一定比率に応じて保険料を納付するこ

とになっている。納付は個人が給与の 8%、

企業が給与の 20%を保険者である政府に

払い込む形式である。保険者である政府は、

個人負担の 8%と企業負担の 20%のうち

3%を個人別の個人口座に積み立てる。残

りのは企業負担金を社会プール基金として

積み立てる。

定年退職後、社会プール基金から基本年

金(前年度当該地域月収入の 20%)、個人口

座から上乗せ分(当該口座積み立てた総額

の120分の1)を合わせて給付する。

養老保険は、法令の下で施行され、すべての

業種に適用され、一定の強制力をもってい

る。中国の地域格差が大きいという特性に

鑑み、その保険料や納付率について省・地

域ごとの実情にあわせて決定することにな

っている。

中国における現行の医療保険制度は養老

保険(年金保険)制度と共通して中核とな

る。医療保険は、「社会医療保険J、それを補

助する「互助医療保険及び医療救助JI商業

医療保険」から成り立っている。社会医療保

険の適用者は、都市部の住民を主としてお

り、農村部は含まれない。農村部で実施され

た医療制度は互助的性格を持つ「農村合作

医療」である。

社会医療保険の基金は社会プール医療保

険基金と個人口座を設け、個人納付した保
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険料はすべて個人口座に積み立て、企業が

納付した保険料は 30%を個人口座に、 70%

を社会プール基金に積み立てる。保険料率

に関しては、企業が総賃金の 6%、個人は本

人の給与の 2%を原則とする。

また、社会プール医療保険基金と個人医

療保険口座の使途については、軽い病気の

医療費は個人口座から引き落とし、重い病

気は社会プール基金から拠出すると明記さ

れている。社会プール医療保険基金と個人

口座は別々に運営されており、両方の流用

は認められていない。口座の残高を超えた

部分については、患者の個人負担となって

いる。個人負担額は、当該地域の年間平均賃

金の 10%前後以上、かつ 400%前後までの医

療費は社会プールから支払われる。 400%を

超える高額医療については商業保険でカバ

ーするしかない。

6.中国における養老施設等の仕組み

養老院とは、高齢者が自分の家において

世話を受けることが困難な高齢者を入所さ

せ、養護することを目的とする入居式施設

のことである。サービスの対象は 60歳以上

の高齢者で、心身の健康状態が悪く日常生

活において自立ができない高齢者・介護者

(家族)がいない高齢者等である。サービス

主な内容は食事の提供、身体介護等である。

また、余暇・娯楽レクリエーションも提供

される。

養老院は、国立、民営と私立のものがあ

る。(図1)

国立養老院とは所在地の政府民政部門か

ら出資し、建設し、政府部門が運営している

養老院であり、利益をうる目的ではない福

EP ↓ !1<Mffit$j湘人|

図 1 養老院経営モデル
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祉施設である。区域内に住んでいる高齢者

に「入住式」養老サーピスを提供するのが国

立養老院の経営目的である。国立養老院は

当地の戸籍を持っている高齢者にしか養老

サーピスを提供しない。

民営養老院とは政府と個人或いは会社が

連携し、設立した養老院である。具体的にい

うと、所在地の政府民政部門から出資し、建

物や設備を提供してもらう。又は、政府民政

部門から一部分の建物や設備の費用を提供

してもらう、残った一部分の費用は個人或

いは会社から出資してもらう、そのうえで

政府からの委託で個人或いは民間会社が養

老院を管理運営をする。これは最近出た新

たな経営モデルであり、これである程度政

府の管理コストと養老問題に対する負担を

軽減することができる。

私立養老院とは個人或いは民間会社が政

府へ申請を提出し、許可がおりたら、個人或

いは民間会社が出資し、経営する養老院で

ある。政府は社会団体が養老院を設立する

のに、負担を軽減するために、毎年、 1ベッ

ドで 8，000 元~10，000 元まで私立養老院に

資金援助をする。(例えば、ある私立養老院

にベッドが 100個あり、 lベッドで 10，000

元の援助金とし、まとめると、政府は毎年私

立養老院へ 100万元の援助金を出すことと

なる)。私立養老院のような経営モデルはあ

る程度、政府のコストと利用者の養老院入

居費用の軽減につながる。

2010年の統計によると、上海市の養老院

数は 625ヶ所、 97841床である。高齢者人口

数に対するベッド数の割合は 3%になった。

1996年の統計結果より、260ヶ所、84277床、

増加した。

デイーサーピスセンターとは、コミュニ

テイにおける高齢者、独居者、子供のいない

高齢者などへ、食事受給困難な問題を解決

することと高齢者の QOLを高めるためこ

とを目的とした日帰り型の養老施設であ
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り、利用者は毎日朝9時から午後5時まで、

デイーサーピスセンター施設で食事、娯楽、

健康づくりと心理的安定等のサーピスを受

けることができる。

2010年の統計では、デイーサービスセン

ターの数は 303ヶ所で、サービスを受けて

いる高齢者は 9000人に達している。 2005

年の統計より、 220ヶ所、利用者数は 6892

名が増加した。

在宅サービス支援センターとは、政府が

コミュニティに委託して、在宅高齢者へ生

活サポートを目的する福祉機関である。サ

ービスの主な内容は、家事援助、身体介護援

助、精神的ケアなどである。

2010年も統計では、在宅サービス支援セ

ンターの数は 233ヶ所、 1ヶ月間にサービ

スを受けている高齢者は、 25.2万人に達し

ている。その内、政府援助を享受している高

齢者が 13万人で、在宅サービスを受けてい

る高齢者全体の 51.6%を占めている。

7.養老院の介護職、管理者と護工

養老院の管理者とは、関連専門を習得し

た短期大学卒以上の学歴と専門知識に関す

る研修をうけた、専門の資格を持ち、養老院

の管理業務に従事している人のことであ

る。養老院の管理者の配置は、施設全体の従

事員総数の 10%以下という規定がある。

養老院の護工とは、養老院で、施設の利用

者に介護サーピスを提供する人のことであ

る。勤務前における研修に合格し、「上海市

護工許可書」を取得しなければならない。養

老院利用者と護工の配置基準は以下のとお

りである。

①護工と施設利用者との割合は、護工が

三級介護をうける割合は護工一人に対

して利用者は 5~10 人

②護工が二級介護をうける割合は護工ー

人に対して利用者は 3.5~5 人

③護工が一級介護をうける割合は護工ー

人に対して利用者は 2.5~3.5 人
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④護工が専門介護をうける割合は護工ー

人に対して利用者は1.5~2.5 人

ll.研究目的

1979年から中国は一人っ子政策の実施、

核家族化によって家族の規模が小さくな

り、高齢者夫婦のみや一人暮らし高齢者が

増える一方である。三世代の伝統家族が少

なくなり、 i421Jという人口構造(夫婦の二

人が4人の老人と 1人の子供を扶養する)

と一人暮らし老人が増加し続けている。そ

の影響から、伝統的な家族扶養機能が弱ま

り、高齢者扶養問題はますます深刻な社会

問題になっている。このような状況の中で、

上海市では、高齢者の扶養は、家族を中心と

する方式がやがて崩壊すると言われてお

り、高齢者介護の社会化が新しい社会問題

として顕在化している。さらに、急速な経済

発展により、 2010年の上海の一年間の平均

一人当たりの GDPは1.1万ドルである。そ

れにともない現在の上海の高齢者は質の高

い生活や養老施設を求める傾向が高まって

来ている。現在、慮湾区の高齢者人口の増加

に伴い、高齢者施設の不足や利用者の求め

る福祉サービスの内容や質の改善などが社

会的な問題となっている。本研究は上海市

麗湾区の養老院の現状と課題を明らかにす

ることを目的とする。

E 研究方法

1.実地調査

1)調査対象

上海市慮湾区の国立養老院と私立養老院

の二つの養老施設事前実地調査を行った。

2)調査期間

2010年8月9日から 9月9日

3)調査内容

主な調査内容は養老院の概況と養老院の

サービスの種類である。
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2.アンケート調査

1)調査期間

2011年8月21日から 9月11日

2)調査対象

上海市慮湾区の国立養老院よ私立養老院

と民営養老院の五つの養老院の利用者にア

ンケート調査を行った。

3)調査方法

手渡しよるアンケート調査

4)アンケートの回収率92%(配布 150枚

回収 138枚有効回答数 131枚)

5)調査内容

(1) 養老院の利用者基本的情報

(2) 養老院の介護サービスなどに関する

事柄

(3) 養老院の余暇・娯楽サーピスにに関

する事柄

N.結果のまとめ

1)年齢:利用者の平均年齢は 83.2歳:t8.3

歳であり、高齢である。

2)男女比率:男女比については、男性が

36.4%、女性63.6%、女性の利用者がほぼ

男性の 2倍である。

3)入居年数:入居の平均年数年数は 4

年:t2.6年であった。

4)年金:利用者の養老年金の平均保有率

は74.2%であった。

5)平均費用:利用者の平均費用 2031.8元

(2.5万)

6)介護等級:利用者の介護等級について

は、一級介護の数は最も多く、 65.2%。二

級介護が21.2%、三級介護が6.2%、専門介

護が1.5%であった。比較的重度の利用者

が半数以上を占めている。

7)学歴:最終学歴については、小学卒が最

も多く、 42.2%で、戸中学卒が23.5%、高校

卒が9.8%、大学卒が6.8%、その他が 17.4%

であった。高学歴の利用者は少なかった。

8)既往歴については、高血圧が最も多く、
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46.2%。次いで、心臓病が33.3%、糖尿病

が27.3%、脳血栓が26.5%、骨折が 12.1%、

癌が 3.8%であった。(表 1) 

表 1全体の既往歴

高血圧 結民病 脳血控 心臓病 骨折 暗

ある人 6 1人 何人 犯人 44人 16人 5人

ない人 7 1人 96人 97人 88人 116人 127人

患う割合 46.20明 27.30首 26.50拡 33.30弘 12.1 0九 3.80出

9)養老院へ入居する大きな理由は、現在の

各家庭では家族が、介護度が高く高血圧

や心臓病を有する高齢者の世話をするこ

とが困難であるからであった。(図 2)

図2 施設へ入居した主な理由

10)養老院を選ぶ基準とて高いものは、養老

院の設備とその養老院のそばに病院があ

るということであった。

11)養老院を利用する費用は本人や本人と

子供とで、支払っている場合が多く、また、

料金の設定については、 6割以上の人が、

普通であると認識していた。

12)養老院のサービスの満足度は、食事・居

室・設備・管理者の対応・護工対応につ

いて調査した。それぞれの結果は、 8割~

9割が満足していたO また、余暇・娯楽サ

ービスについては、食事や居室などのサ

ービスに比べると低い傾向にあり、 5割

の満足であった。(図 3)

22 

図3 養老サービスの満足度

13)利用者の養老院における娯楽に対する

欲求は必ずしも高いとはいえない。約4

割の人は何らかの娯楽サービスを求めて

いるが、約 3割の人は娯楽サービスを求

めていなかった。

14)現在の養老院で実際に行っている娯楽

サービスは、テレビの視聴が最も多く、約

7割、次いで新聞を読む・友達と話すが

約3割であった。

v.考察

調査結果より、現在の上海慮湾区の養老

院の現状と特徴を述べる O

養老院の利用者の年齢が高く O 養老院の

利用者の平均年齢は 83.3歳で、後期高齢者

の方が多い。疾病では、高血圧、糖尿病など

の高齢者が多く自立生活を困難にしてい

る。核家族化が進む、現在の家庭環境では要

介護高齢者は施設入居サービスである養老

院で介護してもらわざるを得ない傾向にあ

るO 結果的に家庭に経済的負担をかけてい

るO

国立養老院の建物や設備は新しいもの多

いが、費用も高い。民営養老院のほうは国立

養老院ほど費用は高くはないが、私立に比

べるとやや高い。私立養老院の利用者の費

用への認識は普通だと思っている人が全体

の6割、高いと思っている人が全体の 1割

であり O 利用者の認識からすると慮湾区で

は私立の費用が理想的であると思われた。

今回の調査では、養老院の各種サービス

への満足度が全体的に高い傾向にあった。
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その要因を考えてみると、一つに利用者

が寝たきりであるなど介護度が高い事があ

げられる。介護度の高い利用者は、介護サー

ビスの内容や質を求めるというよりは、人

が生きていくうえで最低限の衣食住のサー

ビスがうけられるだけでも満足を感じる。

つまり、暖かい所に住むことができ、 3度の

食事が提供され、ある程度の身体介護が受

けられることで、それを満足の評判基準と

したのだと思われる。

現在、入居している利用者の多くは、第2

次世界大戦当時に生まれ、幼いときに不安

定で、けっして高いとは言えない質の生活

を体験している世代である。

したがって、質の高い生活が理想的で、そ

の様々な生活を送りたいと理解しながら

も、食事、住居等の生活機能がある程度、保

障されることで、調査には満足であると回

答したとも考えられる。

これらのことを考慮すると、調査結果の

数字だけでサービスの満足度をそのまま利

用者の満足度及びサービスの質と関連づけ

て判断することは難しい側面もあると思わ

れた。

娯楽サーピスへの欲求が低い理由も現在

の利用者の生活歴や時代背景からくる娯楽

への価値観や娯楽ニーズの所在の違いから

くるものだとも予測できる。

全体的には、国立、民営、私立の養老院に

おける利用者の満足度は高い結果になっ

た。経営モデル別のサービスのちがいにつ

いての検討は実施しなかったが養老院の 3

つの経営モデルによってサービスの満足度

には差がみられる。

例えば、国立と私立では食事、居室、設備、

管理者について国立のサービスの満足度が

高い結果になった。これらの満足度の差は、

サービスの質と関係があると思われた。

また、これらの差は、養老院の利用費用と

関係があるよううにも思われる。費用が高
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ければ、それなりにサーピスの質も高くな

る。利用料金の差は、当然現在の中国のそれ

ぞれの経営モデル別の補助等のあり方に関

係する。

養老院のサービスが必要な高齢者が手ご

ろな費用で、これらのサービスを受けられ

るよう、今後は、国全体の経営モデル別の補

助のあり方についても検討がなされる必要

があると思われた。

今回の調査はサービスの満足度という視

点で実施した。

養老院のサービスへの満足度への差が生

じることは当然それぞれのサービスの質と

の関係が重大である O 今後はもう少し養老

院内の食事、居室など個々のサービスの質

に関する詳細について調査することが必要

であると思われた。

今後も大きな変化が予測される、現在の

上海で生活する人たちの生活様式や余暇・

娯楽に対する価値観などを考えると今後の

養老院における、様々なサービスの内容や

質を検討する必要がある。

中国においても、日本同様に変化する利

用者の新らたなニーズになるべく早く対応

することが重要になると思う。

また、 3つの経営モデルのサーピスにつ

いても、それぞれのサービスのあり方や役

割、機能について中国の福祉事情や利用者

の介護度の程度、経済的状況に合わせて検

討しなければならないと感じた。
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